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1, はじめに 

近年、都市化や人口増加に伴い、廃棄物の排出量が増加し、その管理が社会的な課題となっている

[1]。込み収集を担う自治体に対して、効率的な収集や運搬プロセスが求められる中で、地域ごとの排出

傾向を把握することが重要である [2]。しかしながら、個人情報管理の観点から、個々の地域におけるゴミ

排出量調査は、年々困難になってきている[3]。ところで、情報化社会の進展に伴い、GPS をはじめとする

位置情報システムに関する技術が急速に進んでいる。特に、準天頂衛星「さきがけ」を利用したシステム

では、位置情報を数m程度の誤差で計測することが可能である・このことから、GPSを利用したゴミの排出

状況把握に関する試みの複数報告されている[4]。ところで本研究では、ゴミ収集車の移動経路とゴミの

収集量から、ゴミ収集ステーションでの排出量を推定し、ゴミの排出パターンや地域の特徴把握の方法に

ついて検討を行うことを目的とした。 

 

2, 調査方法地域のゴミの排出量の把握は 

ゴミ収集車の移動および停車時間は、ゴミ収集車に搭載した GPS ロガーの位置情報により確認した。

また、各ステーションでのゴミの排出量は、ゴミ焼却場（クリーンセンター）で計測されるゴミ積載重量から

推定した。また、ゴミ排出量と地域性の関係については、自治体等から公表されている情報を基に関連

付けを行った。なお、今回の検証は、神奈川県秦野市にて実施した。 

 

3, 実験結果 

を示している。この図より、各ステーションでのゴミ

排出量の推定を行った。推定したゴミの排出量と地

域性の関係については、講演時に報告する。 
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図 1は総停車時間とゴミの収集重量の関係 
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